














































になる。また，1906 年に 26 歳で父から倉敷紡績を引き継ぐと，企業家として多数の企業経営に携
わり，岡山を中心に地域経済をけん引していった。
1914 年，石井十次が永眠すると，孫三郎は岡山孤児院の院長を引き継ぎ，組織改革を行った。















1919 年 2 月 9 日に大原社会問題研究所が，2月 12 日には大原救済事業研究所が財団法人石井記
念愛染園で設立された。この設立過程については，次頁表１のとおりである。大原社会問題研究
所は，河田嗣郎，米田庄太郎，高野岩三郎を委員とし，研究員に久留間鮫造，戸田貞三，研究嘱託
「大原社会問題研究所を創った人々」『大原社会問題研究所雑誌』426，1994 年 5 月，藤原千沙「大原社会問題研究所





























していたのは 1907 年で，1908 年 8 月には京都大学講師になっており，時期が合わない。
表１　大原社会問題研究所の設立過程
年 事項 備考
1909 年 7 月 岡山孤児院の大阪事業 愛染橋夜学校，愛染橋保育所，日本橋同情館開設





1917 年 3 月 財団法人石井記念愛染園認可
1918 年 1 月 財団法人石井記念愛染園開園式 救済事業研究室設置（6月高田慎吾が主任として着任）
1919 年





2月 12 日 大原救済事業研究所創立
委員：小河滋次郎，高田慎吾
研究員：暉峻義等，大林宗嗣
6月 8日 大阪事務所，両研究所合併案 第 1部労働問題，第 2部社会事業の二部制
7月 4日 東京事務所，両研究所合併承認




















































進捗を見ず，1917 年 3 月末日に山川総長に「病気」を理由に辞表を提出し，教授会への出席も拒ん




























いう。1919 年 12 月の第 13 回大会（中央大学，写真２）で幹事を一新したが，急速に求心力を失い，
1924 年に活動を休止した（19）。






















（20）　「社会政策学会趣意書」（社会政策学会資料集 http://www.jasps.org/history-6.html，最終閲覧 2019 年 9 月 25





ところで，1919 年 10 月，高野は国際労働会議代表問題の責任を取って東大を辞職した。これを
うけ，大原の意向を受けた柿原が，高野に所長就任を打診しているが，すぐには受諾していない。
しかし，『経済学研究』創刊号（1920 年 1 月）に掲載された森戸辰男の論文をめぐって，いわゆる




































は，女性の助手も採用された。1920 年 4 月に入所した植田たま代は，奈良女子高等師範助教諭で





時に研究員となった。東大からは 9月 28 日付で大内兵衛，権田保之助，細川嘉六，山名義鶴が研
究嘱託となり，1921 年 3 月には大内が出獄した森戸とともに留学のため日本を後にし，1921 年末に
は権田，細川，山名が研究員となった。
なお，1920 年末，研究所内の社会衛生部門を分離して，倉敷紡績工場内に新設される社会衛生の












































































藤，調査室に後藤，越智，萩原という体制で，総員 40 名を超えていた（32）（写真４「1923 年当時の
所員」参照）。


















がある（33）。また，小河滋次郎は，先述の協調会が 1921 年 11 月 17 日に大阪支所を開設すると，大
阪府社会課長として，京大の神戸正雄とともにその理事に就任した（34）。財団法人化とともに解職さ
れた評議員らは，高野らと「同じ主義思想を持つ者」ではなくなっていたとみるべきであろう。河























































『資本主義国家の一帰着点（独逸戦後の経済状態）』同人社書店，1922 年をはじめ，1922 年に 7冊が
刊行され，その後も年間 5冊ずつ刊行を続けたが，1925 年以降はマルクスの『剰余価値学説史』の
翻訳が 9分冊で発表され，1929 年までに 29 冊が刊行された。
研究所の調査事業は，創立期から進められ，久留間の消費組合実態調査が最初の成果を上げた。
これはのちに研究所の出版物として刊行され，独訳されてドイツ社会政策学会誌に発表された。ま





















女工趣味調査誌」『権田保之助研究』創刊号，1982 年 11 月，79‐107 頁に掲載されている。なお，この項については，
榎一江「大原社会問題研究所の初期活動」『大原社会問題研究所雑誌』724，2019 年 2 月，22‐36 頁をもとに再編して
いるため，併せて参照されたい。
（41）　「〈未公表資料〉民衆娯楽行脚　第貮編　『浅草』調査日誌─附倉敷女工趣味調査誌」『権田保之助研究』創刊
号，1982 年 11 月，79‐107 頁。
大原社会問題研究所雑誌　№734／2019.1272
査で，山名義鶴，権田保之助，星野鉄男が内務省嘱託として，この調査を担当した。加えて，細川











は，7月 23 日から 9月 13 日にかけて全国に広がり，38 市 153 町 177 村で示威・暴動事件が記録さ
れている（42）。この記録を「大正七年米騒動資料」として収集したのは，細川嘉六を中心とする研究



































が直接大原と面会できたのは 10 月 30 日であったが，大原は倉敷紡績の業績不振のため，研究所へ
（43）　「『米騒動』研究の先覚─片山潜の思い出」『アカハタ』1959 年 8 月 6日，8日号，片山潜生誕 100 年記念（『細
川嘉六著作集』第 1巻，理論社，1973 年，390‐394 頁）。片山は「大戦後における日本階級運動の批判的総観」『中央












実際，1927 年の金融恐慌による近江銀行の破綻により，取締役を務める孫三郎は 55 万円という
多額の負債を引き受けなければならなくなり，大阪上本町別邸（23 万 6000 円）と中国合同電機株





切り下げを断行したが，万寿工場では 30 年 10 月末に労働争議が始まった。こうした苦境を救った
のは，1930 年 9 月に成立した日本興業銀行からの融資であったが，興銀は倉敷紡績の徹底的経営合
理化を求め，30 年に下期に 139 万円の営業損を公表し，無配となり，倉敷労働科学研究所も倉敷紡
績の経営から孫三郎の個人経営に移された（50）。
研究所は大原の出資停止に備えて緊縮予算を組みつつ，自立に向けて各種講習会，ゼミナールな
ど様々な取り組みを行ったが，資料収集は続けられた。先述の米騒動資料の収集は，1926 年 6 月か
ら 1933 年にかけて実施され，新聞や雑誌の関係記事や評論，府県・郡役所，町役場などの公文書，









は，1933 年 3 月に治安維持法違反で拘引，起訴される。4月 15 日東京における委員会（森戸，大内，
久留間，櫛田，権田，大林，高野）で，「起訴されたばあい休職その他適宜の処置をとるが，事件
落着後復職の道をひらいておくこと」が決定された。結局，細川は 4月 25 日に休職し，12 月末に
退職となったが，1935 年に復職した（53）。






































森戸辰男は，1975 年の大原孫三郎 33 回忌の記念講演で，「私の推測を言わせていただければ，敬
（54）　第 113 信〔昭和 11 年 11 月 15 日午後　東京市杉並区天沼 1丁目 229，河上秀殿〕，河上肇『遠くでかすかに鐘が
鳴る（下）』第一書林，1958 年，109‐110 頁。






















マルクス主義を強める研究所とは異なる道を歩み，1950 年から 63 年にかけて広島大学学長を務め，










大原孫三郎（敬堂）の 33 回忌にあたる 1975 年に有隣会主催で開催された記念講演の手稿に基づくものである。




2016 年 6 月，3‐9 頁参照。
